
 
３ 学級別児童数 １００名(令和４年４月１日現在) 

学 年 学級数 
児童数 

合 計 
男 女 

１ １  ８  ６  １４ 
２ １  ４ １０  １４ 
３ １  ８  ８  １６ 
４ １  ７  １０  １７ 
５ １  ７  ５  １２ 
６ １ １３  １４  ２７ 

合 計 ８(うち特別支援学級２) ４７ ５３ １００ 

 
４ 地区別児童数   １００名(令和４年４月１日現在) 

地区名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 
中坪 ３  ３  ５  ４  ４  ７ ２６ 
野口 ６  ４  ３  ６  ４ １２ ３７ 
下手良 ３  ６  ４  ６  ３  ５ ２７ 
八ツ手 ２  １  ３  ０  １  ３ １０ 
学区外 ０  ０  １  １  ０  ０   ２ 
全体 １４ １４ １６ １７ １２ ２７ １００ 

 
５ 職員組織 

校 長 浜田 康敬 養護教諭 大槻  葵 
教 頭 藤原 健吾 事務職員 中村 直樹 
１ 年 田中 貞光 司 書 清水 直子 
２ 年 中村   敬 栄養士 南部 裕子 
３ 年 林   茂彦 給食技師 白鳥 敏恵 
４ 年 奧原 淳子 給食技師 西村まつみ 
５ 年 有賀 祥子 給食技師 堀内さくら 
６ 年 小椋 裕太 校務技師 向山 一美 

つくし(知障) 西村 和樹 特別支援教育支援員 日比登美子 
たんぽぽ(自･情障) 熊谷 千波 相談員 宮下真由美 

専 科 関  瑛子 ＡＬＴ クワンザ・ウォレス 
  

 

６ ＰＴＡ役員 
役  職  名 氏 名 地区名 

会 長 江連  英 野 口 
副会長 学年部長 酒井 広隆 野 口 
副会長 子育て部長 髙橋 沙織 中 坪 
副会長（学校長） 浜田 康敬 学 校 
幹 事（教頭） 藤原 健吾 学 校 
幹 事 事務局 中村  敬 学 校 
幹 事 事務局（会計） 関  瑛子 学 校 
監 事 後藤 洋一 野 口 
監 事 酒井 和幸 野 口 
中坪支部長 校外指導部長 伊井島和幸 中 坪 
中坪副支部長 校外指導副部長 髙橋 絢子 中 坪 
野口支部長 教養部長 松島 秀信 野 口 
野口副支部長 教養副部長 西澤 香織 野 口 
下手良支部長 厚生部長 向山美帆子 下手良 
下手良副支部長 厚生副部長 伊藤 美佳 下手良 
八ツ手支部長 施設部長 小松 周平 八ツ手 
八ツ手副支部長 施設副部長 小松真奈美 八ツ手 
１学年会長 学年・教養 鈴木  聡 下手良 
２学年会長 学年・施設 向山 裕幸 下手良 
３学年会長 学年・教養 今屋 順一 中 坪 
４学年会長 学年・厚生 伊藤 彰仁 野 口 
５学年会長 学年・教養 宮原 史明 下手良 
６学年会長 学年・校外 田中 和貴 野 口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 校章の由来 
構図の意味 

（１）中央の三角形について 
  手良を囲む高い山脈 
  ①中央アルプス ②南アルプス ③伊那山脈（南アルプス） 
  同時に、その麓に広がる手良の地形 
  ①中坪  ②野口  ③沢岡（下手良、八ツ手）を表す。  

（２）外側の木の葉について 
    手良の産物である桑の葉を象徴したものである。 
 
上記のような山と樹木に囲まれた清らかな環境の中で、大いに勉学に励もうと 
いう意味が込められている。 

 
２ 学校の沿革 

明治 
5 年     学制発布と共に、下手良十王堂に青年を集めて教育を行った｡ 
7 年        勧智学校(野口・中坪)と実誠学校(下手良・八手)の２校を設置した｡ 
9 年       実誠学校は八下学校と改称して、下手良辻に移った｡ 
            勧智学校は野中学校と改称した｡ 
17年         八下学校は沢岡学校と改称し、野中学校は東沢岡学校と改称した｡ 
19年  4月  沢岡学校を本校として､東沢岡学校を支校とした。 
22年  4月 手良村誕生(沢岡村、野口村、中坪村三か村合併) 
22年  5月   手良尋常小学校となり､支校はそのまま置いた｡ 
23年    本校と支校が統合され、校舎を下手良堀之内に移した。 
25年  5月   組合立上伊那高等小学校 手良分教場を併置した。 
31年  4月  手良尋常小学校と改称した｡この年より修学旅行が始まった｡ 
34年         従来からあった裁縫専修科と夜学会を併せて手良実業補修学校を設置 

した｡  実業補修学校が農工補修学校と改称され､５年制となった｡  
45年    現在地に校舎が完成し、移転した。 
昭和 
16年  4月  手良尋常高等小学校が手良国民学校となった｡ 
19年    学童疎開が始まり、手良では東京世田谷の中里国民学校の児童 50人余 
           を受け入れた。児童は常光寺と無量寺に分宿して学校に通った。 
22年  4月  新制中学校が誕生し、手良小学校と手良中学校が併設された｡ 
23年  4月   手良小学校 PTA 創立総会が開かれた｡ 
26年 12月    学校給食が始まった｡ 
29年  4月  手良村が伊那市に合併し、伊那市立手良小学校と改称した｡ 
35年    手良小中学校水道水に野口鳥宮湧水を引く工事が村民総出で行われた。 
37年 11月    手良小学校校歌が制定された｡ 
39年   3月  併設の中学校が東部中として統合し、手良小学校のみとなった｡ 
52年  7月  学校改築第一期工事が始まった｡ 
53年  1月  新校舎の引き取り検査があり、24日から使用開始となった｡ 
     10月   校舎改築第二期工事が完成、引き取り検査､使用開始となった｡ 
55年  3月  校舎竣工落成記念式典・祝賀会が開催された｡ 
60年  6月  県道拡幅工事に伴う校庭整備作業が開始された｡ 
60年  7月 登内英夫氏、マーチングバンド楽器一式寄贈 
63年  1月  体育館竣工式･祝賀会が行われた｡ 

5月 校庭南側土手西半分に防球フェンスが新設された｡ 
平成 
5 年  4 月  母親文庫への PTA全戸加入が決まった｡ 
      5月   手良全戸寄付による｢手良活性化ふれあい太鼓｣を各地で発表した。 
12年 11月  学校水道が全面的に伊那市水道に移管された。 
14年  4月 新教育課程が始まり､学校週５日制、総合的な学習の時間が始まった｡ 
21年   10月  校庭南側の擁壁工事第２期工事がバックネット近くまで行われた。 
22年  6月  校庭南側の擁壁工事が終了した。 
23年  3月  ペレットストーブ８台が普通教室と音楽室に設置された。 
24年  5月  年８回のノーメディアデイを初めて実施する。 
24年  7月  校舎(体育館を除く)の耐震工事が行われた。伴って、ベランダ・屋根 

・外壁の一部の塗装、スタジオ・教具室・理科室等の雨漏り修理が行 
われた。       

    25 年  2 月  全校参加のスキー教室が始まる。 
26年  3月  プール北側のフェンスの取り替え工事を行う。 
    8月  校内電話設備を更新した。 
29年  1月  トンカチ教室が 20周年を迎え,記念のパンフレットを作成 
   11月  管理教室棟及び体育館大規模改修を行う。 
令和 
1 年  6 月 エアコン工事完了。11台が設置され、7月より稼働。 
2 年    新型コロナ感染予防対策のため、新しい生活様式で学校生活を送る。 
     運動会や音楽会などの行事は，感染対策をとって短縮して実施。 
3 年  4 月 iPadが一人一台導入され、利用開始。 
 4年  4月 知的障害学級「つくし学級」を開設。 

 
 
 

     
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                              

制定年月 昭和２５年９月 
 図案作制者 山岸 計良 
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 〒396-0003 長野県伊那市手良野口 222 番地 

 TEL 0265-72-2756   FAX 0265-72-3516 

 URL  http://www.ina-ngn.ed.jp/~terasyo/       

 E-mail  terasyo@ina-ngn.ed.jp  

 標高 737.9ｍ  北緯 35˚51'52″  東経 138˚00'50″   




